
表紙の写真から表紙の写真から 第 28 回住宅デー第 28 回住宅デー
秋田建築労働組合角館支部　

6
月
1
日
、
秋
田
駒
ヶ
岳
の
山
開
き
が
行
わ
れ
、

秋
田
駒
ヶ
岳
八
合
目
で
地
元
山
岳
会
の
会
員
や
登
山

愛
好
家
、
関
係
者
な
ど
約
80
人
が
参
加
し
、
今
シ
ー

ズ
ン
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
主
催
者
の
（
一
社
）
田
沢
湖
・
角
館
観

光
協
会
の
佐
藤
和
志
名
誉
会
長
が
「
お
い
し
い
空
気

を
吸
い
な
が
ら
山
に
登
る
の
が
楽
し
い
と
こ
ろ
。
一

年
安
全
に
楽
し
く
登
山
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
男
岳
を
目
指
し
て
4
年
ぶ
り
と
な
る
記

念
登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
で
ま
さ
に

登
山
日
和
。
参
加
者
は
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
な
が
ら

景
色
や
お
花
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
男
岳
頂
上
で

は
、
岩
手
県
の
国
見
温
泉
登
山
口
か
ら
入
山
し
た
雫

石
町
の
関
係
者
約
70
人
と
合
流
。
ピ
ッ
ケ
ル
を
交
換

し
互
い
に
山
開
き
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
誰
で
も
登
り
や
す
い
山
と
言
わ
れ
て
い
る
秋
田

駒
ヶ
岳
で
す
が
、
安
全
で
楽
し
い
登
山
に
す
る
た
め

に
服
装
や
装
備
を
し
っ
か
り
と
準
備
し
、
万
が

一
に
備
え
て
登
山
届
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

ひのきないこども園で網戸を張り替える様子。

仙北市観光大使交流会
観光振興に提言を

　5 月 19 日、仙北市観光大使交流会を都道府県会館（東
京都）で開催しました。
　この交流会は、市長を交えてお互いに情報共有や意見
交換を行うことで、観光大使による観光活動の強化や今
後の誘客宣伝事業へ活かすために実施したものです。
　大使は仙北市出身者や仙北市にご縁のある方で、現在
は観光大使 10 人と台湾親善大使 1 人にお願いしていま
す。当日は、古賀和則氏（株式会社バスクリン・取締役
相談役）、ha-j 氏（角館町出身・音楽プロデューサー）、
橋本修氏（角館町出身・青山学院大学名誉教授・客員教授）
にご参加いただきました。
　交流会では角館や田沢湖といった地名に対し、「仙北市」
の名称が浸透していないことが話題となりました。「仙北
市の名前だけでは伝わらない。名刺の裏に地図や英語表
記を加えて名刺を活用したい」や、「どこにでもあるもの
ではなく、宿泊に付加価値などをつけた展開をするなど、
話題づくりをしてはどうか」などの提言がありました。

ha-j 氏からは「住んでいるときは、よさがわからなかっ
た。SNS をみていると、住みながら地元のよさに気づい
て発信している人がいる」と話し、「年齢層も広がってい
る TikTok で、行政の堅苦しいものではなく観光地のよ
さを紹介するのも有効」と、具体的な提言も出されました。
　話題は観光だけではなく、少子化や人口減少、産業振
興までに発展した交流会となりました。
　観光大使の皆さんには名刺の活用や観光資源、イベン
トの情報発信など観光 PR の強化に協力をお願いしていく
ことにしています。

左から、古賀和則氏、ha-j 氏、田口市長、橋本修氏。

　
6
月
10
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
「
海
上
自

衛
隊
大
湊
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
か
ら
行
進
曲

ま
で
、
多
彩
な
楽
曲
を
華
や
か
に
、
時
に
は

力
強
く
演
奏
し
、聴
衆
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
今
回
は
第
１
部
で
、
生
保
内
中
学

校
吹
奏
楽
部
と
の
合
同
演
奏
が
行
わ
れ
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
に
あ
た
り
、
仙
北
市

自
衛
隊
家
族
会
の
皆
さ
ん
か
ら
、
た
く
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

響
き
渡
る
多
彩
な
演
奏

生保内中学校吹奏楽部も加わり、演奏が披露されました。

　
田
沢
湖
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
5
～
6
年

ほ
ど
前
か
ら
、
サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
を
試
験

的
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ク
ラ
マ
ス
は
本
来
、
ヤ
マ
メ
が
海
へ

下
っ
て
大
き
く
な
り
、
サ
ク
ラ
マ
ス
と
な
っ

て
川
に
遡
上
す
る
魚
で
す
が
、
管
轄
の
玉
川

下
流
域
に
は
神
代
、夏
瀬
ダ
ム
が
あ
る
た
め
、

天
然
魚
の
遡
上
は
で
き
ま
せ
ん
。と
こ
ろ
が
、

藤
里
町
の
素
波
里
湖
で
、
ダ
ム
に
下
っ
て
大

き
く
な
る
事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
地
域

で
も
サ
ク
ラ
マ
ス
が
育
つ
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
放
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
、
組
合
へ
2
枚
の
画
像
が
送
ら
れ
て

き
て
、
組
合
員
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
サ
ク

ラ
マ
ス
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

お
そ
ら
く
数
年
前
に
放
流
し
た
も
の
と
想

定
。
現
在
、
組
合
で
は
サ
ク
ラ
マ
ス
の
漁
業

権
が
な
い
た
め
、
渓
流
魚
の
遊
漁
券
で
釣
り

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
、
漁
業

権
が
認
可
さ
れ
る
よ
う
安
定
し
た
生
息
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚

放
流
の
取
り
組
み

田
沢
湖
漁
業
協
同
組
合
か
ら

　
6
月
18
日
、
田
沢
湖
に
あ
る
「
田
沢
湖

ク
ニ
マ
ス
未
来
館
」
が
、
入
館
者
10
万
人

を
達
成
し
ま
し
た
。

　
10
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
能
代
市
の

菊
池
文
子
さ
ん
で
、
友
人
6
人
と
来
館
し

10
万
人
目
と
告
げ
ら
れ
る
と
驚
い
て
い
ま

し
た
。

　
田
口
市
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
手

渡
さ
れ
る
と
、
菊
池
さ
ん
は
「
田
沢
湖
の

歴
史
に
興
味
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
何
度

か
入
館
し
て
い
る
が
、
節
目
に
当
た
っ
て

運
が
よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
施
設
は
、
田
沢
湖
の
歴
史
や
文
化
、

未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
拠
点

と
し
て
、
平
成
29
年
7
月
1
日
に
開
館
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
ご
来
館

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆

さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

入
館
者
10
万
人
達
成

田
沢
湖
ク
ニ
マ
ス
未
来
館

組合に送られてきた画像。

　
6
月
18
日
、
秋
田
建
築
労
働
組
合
角
館

支
部
（
支
部
員
約
１
６
０
人
）
に
よ
る
「
第

28
回
住
宅
デ
ー
」
が
立
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、同
支
部
の
職
人
お
よ
そ
20
人
が
、

無
料
で
包
丁
研
ぎ
や
ま
な
板
削
り
、
木
製
の

コ
ー
ナ
ー
ラ
ッ
ク
を
作
る
木
工
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ひ
の
き
な
い
こ
ど
も
園
で
は
、
同

支
部
の
職
人
6
人
が
材
料
な
ど
を
持
ち
込

み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
網
戸
を
張
り
替
え
た

り
、
棚
へ
の
落
下
防
止
対
策
、
デ
ッ
キ
の
床

板
の
張
り
替
え
、
フ
ッ
ク
の
付
け
直
し
、
こ

い
の
ぼ
り
の
支
柱
補
強
な
ど
の
作
業
を
手

際
よ
く
行
い
ま
し
た
。

　
大
石
良
助
支
部
長
は
「
毎
年
順
番
に
市
内

の
保
育
園
、
こ
ど
も
園
で
修
繕
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
私
が
支
部

長
に
な
っ
て
か
ら
、
ひ
の
き
な
い
こ
ど
も
園

に
来
る
の
は
2
回
目
。
楽
し
い
園
生
活
と
な

る
よ
う
に
、
こ
の
活
動
は
子
ど
も
た
ち
の
た

め
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
は
、

民
生
児
童
委
員
で
す

　
仙
北
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
は
、
角
館
町

民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
田
沢
湖
民
生
児
童
委

員
協
議
会
、
西
木
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の

3
つ
の
会
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
角
館
地
区
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
普
段
は
、
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
区
内
で

訪
問
や
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
5
月

の
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日 

活
動
強
化
週

間
」
に
合
わ
せ
た
地
域
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し

て
、
Ｊ
Ｒ
角
館
駅
を
利
用
す
る
方
た
ち
用
の
田

町
山
駐
車
場
と
、
そ
の
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　
駅
に
近
い
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
観
光
客

の
皆
さ
ん
も
通
る
道
路
沿
い
で
も
あ
り
、
景
観

美
化
の
一
助
に
な
る
活
動
と
い
う
趣
旨
で
行
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
絶

対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

側
溝
に
入
っ
て
、
捨
て
ら
れ

た
ご
み
を
収
集
。

踏んで転倒しないよう階段のすみずみまで拾い集めました。

海上自衛隊大湊音楽隊コンサート

秋
田
駒
ヶ
岳
山
開
き

登
山
シ
ー
ズ
ン
の
は
じ
ま
り

↑男岳頂上で、4 年ぶりにピッケル交換
が行われました。

10 万人目の菊池さんに記念品が手渡されました。

秋田駒ヶ岳・乳頭山の情報は
https://akikoma.jp/ から→
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旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
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～輝くとき～輝くとき栄光･表彰
　
5
月
20
日
、
第
21
回
秋
田
県
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
が
大
館
市
高
館
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
男
子
4
年
生
以
下
の
部
に
出
場

し
た
高
橋
颯
太
さ
ん
（
仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア
・
西

明
寺
小
3
年
）・
西
宮
隆
生
さ
ん
（
同
）
ペ
ア

が
優
勝
し
、
武
藤
小
太
郎
さ
ん
（
仙
北
市
ジ
ュ

ニ
ア
・
神
代
小
4
年
）・
伊
藤
篤
希
さ
ん
（
南

外
神
岡
ジ
ュ
ニ
ア
・
南
外
小
4
年
）
ペ
ア
が
準

優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
子
4
年
生
以
下
の
部
に
出
場
し
た

江
橋
楓
さ
ん
（
仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア
・
西
明
寺
小

4
年
）・
小
原
妃
生
さ
ん
（
大
曲
ジ
ュ
ニ
ア
・

大
川
西
根
小
4
年
）
ペ
ア
が
、
第
３
位
の
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
が
大
活
躍
！

第
21
回
秋
田
県
⼩
学
生

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
⼤
会

　
5
月
20
日
と
21
日
の
2
日
間
、、
思
い

出
の
潟
分
校
で
、
た
ざ
わ
こ
ク
ラ
フ
ト
市

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
は
体
育
館
や
教
室
、

屋
外
に
全
国
各
地
か
ら
作
家
手
作
り
の
陶

器
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
、
約
40
ブ
ー
ス

で
展
示
・
販
売
し
ま
し
た
。

　
ク
ラ
フ
ト
市
を
主
催
す
る
桜
田
祐
美
実

行
委
員
長
は
、「
今
回
で
10
回
目
。
長
く

続
け
て
き
た
こ
と
で
、
私
自
身
も
出
展
す

る
側
の
人
に
も
思
い
出
が
あ
り
、
縁
に
恵

ま
れ
た
と
思
う
。
潟
分
校
と
い
う
建
物
が

あ
る
か
ら
こ
そ
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
今
後

も
こ
の
建
物
が
長
く
大
切
に
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

た
ざ
わ
こ

ク
ラ
フ
ト
市
開
催

思
い
出
の
潟
分
校
に
賑
わ
い訪れた人は、お目当ての作品を手にとって作り手と

会話を楽しんでいました。

　
5
月
27
日
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く

校
で
「
春
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
教
室
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
校
の
同
窓
生
が
交
流
を
深

め
る
「
せ
ん
ぼ
く
桜
ス
ク
ー
ル
」
と
、
秋

田
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
仙
北
市
中
央

公
民
館
な
ど
の
共
催
で
開
催
。
同
窓
生
や

指
定
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・
愛

仙
の
利
用
者
、
地
域
の
方
な
ど
21
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
体
育
館
で
は
、
ビ
ー
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ
や

卓
球
バ
レ
ー
、
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
5
種
目
の

う
ち
、興
味
の
あ
る
種
目
に
挑
戦
。ス
ポ
ー

ツ
体
験
と
久
し
ぶ
り
に
出
会
っ
た
仲
間
と

の
会
話
に
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

春
の
ス
ポ
ー
ツ体験

教
室

室
内
で
誰
で
も
楽
し
め
る

ビーンボウリングを体験し交流する様子。

桧
木
内
川
堤
桜
並
木

施
肥
作
業

来
年
も
き
れ
い
な
桜
を

来年もきれいな花が咲くよう願って作業しました。

左から、西宮隆生さん、高橋颯太さん、江橋楓さん、
小原妃生さん、伊藤篤希さん、武藤小太郎さん。

　
5
月
24
日
、
角
館
の
桧
木
内
川
堤
を
会

場
に
、
今
年
で
36
回
目
と
な
る
桜
の
施
肥

作
業
が
行
わ
れ
、
角
館
中
学
校
2
年
生
と

大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
の
生
徒
、
約

１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
生
徒
は
各
班
に
分
か
れ
、
桜
の
根
元
近

く
に
掘
ら
れ
た
深
さ
20
㎝
ほ
ど
の
穴
に
肥

料
を
施
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
作
業
終
了
後
、「
み
ん
な
で
協
力
し
て

作
業
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
。
来
年
の
桜

も
楽
し
み
。
き
れ
い
に
咲
い
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
早
い
も
の
で
、
協
力
隊
と
し
て
移
住
し

て
か
ら
8
月
末
で
３
年
が
経
ち
ま
す
。
本

来
な
ら
3
年
で
任
期
終
了
で
す
が
、
国
の

コ
ロ
ナ
禍
措
置
と
し
て
延
長
制
度
が
設
け

ら
れ
、
1
年
延
長
を
認
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
日
々
の
仕
事
や
冬
の

暮
ら
し
な
ど
地
域
に
慣
れ
る
の
に
思
っ
た

よ
り
余
裕
が
な
く
、
3
年
な
ど
あ
っ
と
い

う
間
で
す
。

　
協
力
隊
と
し
て
の
お
仕
事
、「
観
光
地

域
づ
く
り
」
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
に
も

こ
の
土
地
を
よ
く
知
り
た
い
と
思
い
、
仙

北
市
を
は
じ
め
県
内
各
地
を
見
て
ま
わ
り

ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
仙
北
市
の
「
観
光

地
と
し
て
の
魅
力
」
に
つ
い
て
た
く
さ
ん

考
え
る
中
で
改
め
て
分
か
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
田
沢
湖
も
温
泉
も
武
家
屋
敷
も

勿
論
強
力
な
魅
力
で
す
が
、
そ
の
感
動
を

補
強
し
、
心
に
強
く
刻
む
の
は
、
そ
の
場

所
で
生
き
、
生
活
の
中
で
そ
れ
ら
と
付
き

合
っ
て
い
る
人
と
話
を
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
人
か
ら
発
せ
ら
れ
る
暮
ら
し

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
旅
行
者
に
と
っ
て
深

く
そ
の
土
地
を
知
る
体
験
に
な
り
ま
す
。

　
住
む
人
に
は
な
ん
て

こ
と
な
い
日
常
の
ひ
と

コ
マ
、
季
節
ご
と
の
過

ご
し
方
が
そ
の
土
地
自

体
を
表
す
か
ら
で
す
。

自
分
の
経
験
か
ら
も
、

旅
先
で
人
と
会
話
を
し

た
と
き
に
は
じ
め
て
真

に
そ
の
土
地
に
触
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

ど
の
旅
先
で
あ
れ
、
思
い
出
す
時
に
心
に

浮
か
ぶ
の
は
、
胸
を
衝
か
れ
た
景
色
や
動

物
た
ち
、
そ
し
て
言
葉
を
交
わ
し
た
人
々

の
顔
で
す
。
宿
の
ス
タ
ッ
フ
の
人
（
も
う

帰
る
の
か
！
と
言
わ
れ
た
）、
お
店
で
売
り

子
を
し
て
い
た
女
の
子
（
鼻
歌
を
歌
っ
て

い
た
）、
ま
ち
か
ど
で
道
を
尋
ね
た
お
じ

い
さ
ん
（
屈
託
の
な
い
満
面
の
笑
顔
！
）。

よ
い
会
話
も
そ
う
で
な
い
会
話
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
観
て
ご
は
ん
を
食
べ

て
写
真
を
撮
る
だ
け
で
は
な
い
、
も
っ
と

深
く
知
る
体
験
を
求
め
る
人
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
体
験
が
語
ら
れ
る
こ
と
で
そ

の
場
所
が
人
の
記
憶
に
残
り
、
ま
た
人
を

呼
ぶ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
で
は
今
年
度
、

こ
う
し
た
テ
ー
マ
を
元
に
、
角
館
に
新
た

な
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
造
成
中
で
す
。
訪

れ
た
人
が
よ
り
た
く
さ
ん
、
よ
り
深
く
仙

北
市
に
触
れ
ら
れ
る
体
験
に
な
る
よ
う
が

ん
ば
り
ま
す
。

仙北市仙北市地域おこし
地域おこし協力隊コラム

協力隊コラム

中 山 里 沙

そこに暮らす人に
触れたい旅

最近やっと購入できた白岩焼のカップ。
夜空のような深い青が心を落ち着かせ
てくれます。

　このたび、仙北市の職員として、3年半ぶりに台湾出張に
行くことになりました。台湾出張の前日（6月9日）にこの原
稿を書いています。今回は台湾から仙北市へ教育旅行に来て
もらうため、現地説明会および学校訪問をする予定です。コ
ロナ禍中でも台湾の学校と継続的にオンライン交流を行って
きましたので、それらの実績を生かし、国境開放の今はこの
ご縁を実際交流に移したいです。
　コロナ禍のオンライン交流で、印象に残る出来事はたく
さんあります。12月真冬の仙北市と対比に、扇風機が回っ
ている教室に半袖短パンの台湾の生徒たちは忘れられません
が、特に鮮明に覚えていることがひとつあります。それは相
手国に行ったことがあるかについて聞かれたとき、半数ほど
手を挙げている台湾の生徒に対し、仙北市側は誰一人手を挙
げていませんでした。その理由は台湾は国土面積が小さいた
め海外旅行が一般的とか、日本は人気な観光地だからとかた
くさん挙げられると思いますが、その違いに驚きました。海
外旅行経験があることをよいか悪いかを決め付けたいわけで

第第2020回回

　日本入国規制の緩和により、台湾をはじめ多くの国に
自由に行き来できるようになりました。コロナ禍で人生
が大きく変わった人はたくさんいると思いますが、私も
その一人です。赴任前に台湾出張は年に数回想定されて
いると聞いていましたが、今年年末年始の帰省で 3年ぶ
りに両親に元気な姿を見せることができました。そして、
生まれ育った故郷のはずなのに、あまりの変化に、浦島
太郎の心境が分かったような気がしました。

はありませんが、一職員として仙北市の生徒さんにもぜひ異
国の風を感じてもらう機会を作りたいです。赴任して以来、
東北地域に秘めていた神秘さや、厳しい自然を生き抜く人々
のたくましさに私は魅了されました。これらの事業を通して、
言葉では言い表せないけど自然と引き込まれる、この土地な
らではの風土や文化を世界中に共有したいです。
　東北エリアでは、近隣の仙台空港や花巻空港などでは台湾
との直行便が運航していますので、これからますます国際交
流が活発になることが予想されます。自分の職務を果たせる
ように私はガリっと頑張りますので、ぜひ皆さまから応援の
ほどお願いします。

↑教わりながら初めて笹舟を作りました。
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